




はじめに 

長崎県諌早市内の 4～6歳児 143 名を対象とした健康調査によって,調査時点での健康状態

が出生時の異常,およびそれまでの罹病像と関わっていることを昨年次の報告で指摘した。

しかし,母親を通しての自記式の質問紙という調査方法の限界もあり,縦断的な健康状態の

推移については分析が不十分であった。本年次の調査においては,町役場に保管されている

健康情報を活用して出生コホートの設定を試み,乳児健診と 3 歳児健診との関連について

検討した。 


